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どんな研究 めざす未来 どこが凄い 

ちゃんとしたデタラメを作る 

予測不可能性など品質が保証された

高速乱数生成器は、安全な通信への

応用などの際の重要な要素技術とな

ります。これまでカオスレーザを

使った高速な乱数生成器を提案して

きました。今回は生成された乱数の

品質保証理論およびその実験的検証

に関して紹介します。 

カオスレーザを用いた高速な物理乱

数生成器において、ミクロノイズと

カオスの不安定性に基づく生成乱数

列の予測不可能性を保証する理論を

提唱してきました。今回、実験によ

りこの乱数品質保証理論を確かめる

ことに世界で初めて成功しました。 

今後益々発展が期待されるネット

ワーク社会において機密情報の秘匿

通信の重要性は増し、高速で品質の

保証された物理乱数生成技術は必要

不可欠なものとなります。我々の物

理乱数生成器の研究により、誰もが

安全で高速な通信ができる環境が実

現することをめざします。
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Physical random numbers generated by laser light 10 
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観測困難な不確定さ 

戻り光が引き起こす 
不安定なダイナミックスによって 

観測し易い不確定さ 

カオスレーザによる乱数生成の理論 

実験により検証 
予測不可能なミクロノイズが拡大される様子 
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光強度の観測値はミクロノイズに依存 

0 1 0 0 0 0 1 1 

レーザの状態を安定から不安定に切り替える試行を繰り返し、
光強度の時系列を重ね書きしたもの。 

不安定な時間領域でミクロノイズがマク
ロな領域に拡大 

光強度から抽出された乱数は予測不可能 

予測不可能 

不安定ダイナミックスの 
効果 

予測不可能 


